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復興に向けて整備・提供する地理空間情報

 基準点(三角点・水準点)の復旧測量

•地震の影響を受けた三角点・水準点の位置情報の整備・提供地震の影響を受けた 角点 水準点の位置情報の整備 提供

•地殻変動補正パラメータの整備・提供

 復旧支援のための高精度標高データ整備

・航空レーザ測量による被災地域の標高データの整備

災害復興計画基図緊急調査

航空 ザ測量 よる被災地域 標高デ タ 整備

・復旧・復興の基図として、関係機関で共通して利用可能な空
中写真情報、地図情報を整備・提供

航空機搭載型合成開口レーダ等による観測

・風水害等の発生した場合に 迅速に被災地域の情報を取得・風水害等の発生した場合に、迅速に被災地域の情報を取得
し提供 2



災害復興計画基図緊急調査

青森県１市１町・岩手県５市４町３村・宮城県８市７町・福島県１市１町青森県１市１町・岩手県５市４町３村・宮城県８市７町・福島県１市１町
（一部都市計画区域のみ）作成地域

空中写真（6 579 ㎡ ） 正射写真図 災害復興計画基図作成成果 空中写真（6,579 k㎡ ）・正射写真図・災害復興計画基図作成成果作成成果

図図
化化

提供

被災地域の画像情報 災害復興計画基図（イメージ）

都市局・河川局・地方整備局・農政局・県・市町村提供先 3



国・県等の機関に要望調査

災害復興計画基図に関する要望事項等

・災害情報等の基図として利用
・復興計画策定に利用

活用方法

・被災前・被災後の情報取得項目

・農地の利用計画 など

・被災前 被災後の情報
・仮設住宅など仮設の施設
・浸水した農地の状況を区分 など

取得項目

・縮尺レベルに関する事項
・データ形式に関する事項

データ提供

デ タ形式に関する事項
・紙地図の提供 など
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災害復興計画基図

デ タ仕様
◆縮尺レベル２，５００
◆数値地形図データファイル

データ仕様

災害復興計画基図イメージ災害復興計画基図イメ ジ

被災前 建物を表被災前の建物を表示

被災前・後の建物情報被災後の情報

※被災前の情報が必要
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復旧支援のための高精度標高データ整備

青森県 岩手県 宮城県 福島県 茨城県 千葉県作成地域 青森県・岩手県・宮城県・福島県・茨城県・千葉県作成地域

4,120 k㎡4,120 k㎡山間地 航空レーザー測量

標高デ タ デジタル標高地形図作成成果

6,170 k㎡沿岸域 作業実施中

標高データ ・ デジタル標高地形図作成成果

標高データ（DEM） デジタル標高地形図標高データ（DEM）
２ｍ（一部）・５ｍ

デジタル標高地形図
地形図と重ね合わせ

◆ 都市局・河川局・地方整備局・農政局・県・市町村提供先 6



復旧支援のための高精度標高データ整備

都道府県名
沿岸部 山間部

 各県の沿岸部及び山間部の標高データ整備状況

標高データ整備地域図
都道府県名

2mメッシュ 5mメッシュ ２m・５mメッシュ

青森県 - ○ －

岩手県 - ○ －

宮城県 ○ - ○

山間部
沿岸部

秋田県 － － ○

山形県 － － ○

福島県
○

一部地域
○ ○

茨城県 － ○ -

千葉県 - ○ -

・被災地域の地盤沈下の把握
・土砂災害などの防災計画に活用等
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５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

情報整備に係る工程表

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

◆電子基準点の復旧 計算 5月31日
公表済み

４３８点 再設３点再設３点

◆基準点の復旧

○三角点（44,000点）
成果公表
10月下旬

三角点

三角点（観測1,900点）

変動量

○水準点（1,500点）

◆災害復興計画図

10月下旬

水準点（観測3,658km）

変動補正量補正パラメータ

◆災害復興計画図

○空中写真整備
空中写真整備（6,579㎢）

提供要望

○基図整備

航空レ ザ 測量

基図整備（都市計画区域→その他の区域）

航空レーザー測量

○計測(10,979㎢)

○標高デ タ整備

計測作業

標高データ（DEM）整備

提供要望
７月
上旬

○標高データ整備
(DEM）

○デジタル標高地形図整備

標高デ タ（DEM）整備

デジタル標高地形図 8



航空機搭載型合成開口レーダ等による観測

地震によって海岸部に多数発生した湛水域等の状況を詳細に
把握するため航空機搭載型合成開口レーダ及び航空レーザス
キ ナ よる観測を迅速か 機動的 実施 関係機関 情キャナによる観測を迅速かつ機動的に実施し、関係機関への情
報提供を行います。

航空写真による
情報取得・提供

合成開口レーダーに
よる情報取得・提供

航空レーザによる
情報取得・提供情報取得 提供 よる情報取得 提供 情報取得 提供
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